
 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度  

第 1回評議員会議案書 

 

 

第 1号議案 令和 3年度事業報告の件 

第 2号議案 令和 3年度決算報告の件 

第３号議案 評議員選定委員会設置及び運営規定に 

基づく第２条３の委員の互選の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会 



 

 令和 3年度の事業は、公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会定款第 4条に基づき、次により「フ

ットサル等スポーツ活動の普及事業」及び「フットサル等スポーツ活動の調査・研究」は、計画通りに

実施しました。しかし、一昨年からの新型コロナウィルス感染症の拡大により「フットサル等競技会等

の開催・助成」の実施は、昨年に引き続いて、止むを得ず中止せざるを得ませんでした。 

 このことから、令和３年度の事業費は、合計 2,993,570円の実績でした。 

1 定款第 4条 1のフットサル等スポーツ活動の普及 

1-1 スポーツ用品の寄贈 

1-2 フットサル指導員の派遣  

 

2 定款第 4条 2のフットサル等競技会の開催・助成  

1-1 2021第 5回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会の開催 

  

3 定款第 4条 3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究 

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定 

 

1 定款第 4条 1のフットサル等スポーツ活動の普及 

1-1 スポーツ用品の寄贈 

本事業は、特別支援学校で求められているフットサルボール及び簡易室内ゴール、ボッチャ用具、テ

ィーボール用具、フロアーカーリング用サポートスティック、柔軟性コーナーポスト、水泳用フロート

クッション、ブラインドサッカーボール等を12カテゴリー・メニューに分けて、それぞれ希望する学

校に寄贈した。 

 

 

第 1号議案 令和 3年度事業報告の件 



 

 

 道内３０校にスポーツ用具として1,404,205円、送料として238,700円、合計1,642,905円、

その後、ボッチャの追加依頼分60,500円があり、スポーツ用具の寄贈は総計1,703,405円でした。 

 

1-2 フットサル指導員の派遣  

 コロナ感染症の拡大により、特別支援学校は次の２学校の実施にとどまりました。 

 

 この特別支援学校の派遣報告書は、次の通りです。 

12月10日（金）
20日（月）

帯広高等養護学校 六本木教論
10日（金）：3学年体育授業
20日（月）：1,2学年体育授業

吉田：10日（金）
小野寺GM：20日

（月）

490ｋｍ×30円＝
14700円

49400円
（2日分）

令和3年度　北海道特別支援学校　フットサル指導員派遣巡回指導

備考派　遣　者
往復派遣距離
×30円

派遣費合計

交通費+1万円

札幌は2000円
備　　考対　象　校 日　　程 担　当　者

※2日間訪問する為、2日分の
派遣費で試算
終了

終了3650円吉田
55ｋｍ×30円＝
1650円

札幌みなみの杜高等支援学
校

12月27日（月） 明杖教論



 

  

 

 



 

 また、初めて札幌市立小中学校に設置されている特別支援学級での「ちゃれんじ・ふっと・ぼーる」

事業をを実施した。札幌市立特別支援学級・通級指導教室設置校長協会との連携で実施しました。 



 

 

 「スポーツ活動の普及事業」は、この札幌市立小中学校特別支援学級の支援活動も含めて、合計

1,890,158円でした。 

 



2 定款第 4条 2のフットサル等競技会の開催・助成 

1-1 「2021第 5回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会」の開催 

 「2021第5回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会」は、7月30日(金)、道立野幌総合

運動公園体育館で開催するよう、江別市教育委員会及びエスポラーダ北海道、札幌北の杜ライオンズク

ラブ等と連携して進めてきました。 

しかし、新型コロナウィルス感染症による学校閉鎖などにより大会開催を中止するに至りました。 

第５回小野寺眞悟杯フットサル大会申込校による一般財団法人日本 LCIF主催の「財

団設立記念大会全国特別支援学校フットサル大会北海道代表の決定について 

 

１ 大会申込学校 

 学校名 

1高等聾学校 

2中札内高等養護学校 

3今金高等養護学校 

4市立札幌豊明高等養護学校 

5紋別高等養護学校 

6札幌高等養護学校 

7札幌稲穂高等支援学校 

8中標津支援学校 

9白樺高等養護学校 

10小樽高等支援学校 

11札幌あいの里高等支援学校 

12函館高等支援学校 

13北斗高等支援学校 

14中札内高等養護学校幕別分校 

15市立札幌みなみの杜高等支援学校 

1６新篠津高等養護学校 

２ 北海道代表の推薦について 

本大会は、一般財団法人日本 LCIF主催「財団設立記念全国特別支援学校フットサル

大会北海道予選」を兼ねておりましたことから、５月６日、北海道立特別支援教育セン

ター所長による第三者抽選を行い、北海道函館高等支援学校を北海道代表として推薦す

ることに決定、同校立田校長も了解しましたが、同記念大会もコロナ感染症のより一層

の拡大により、中止されました。 

 

 「競技会の開催・助成」は、３回の推進会議を開催した経費としての合計 203,422円でした。 



3 定款第 4条 3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究 

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定 

 令和3年度は、次表の8校の研究テーマに基づく実践研究に対して、1校10万円の研究助成を行いま

した。各実践研究指定校から提出された研究論文は編纂整理し、スポーツ研究成果報告書2021(№5)と

して、北海道小樽高等支援学校で350部印刷しました。 

学校名 研究テーマ 研究代表者 

1手稲養護学校三角山分校 三角山分校の体育授業の実践を通して～神経筋疾患の生徒

のコミュニケーション能力の向上を目指して～ 

小野寺織絵 

2札幌みなみの杜高等支援学

校 

知的発達障害のある生徒に合ったトレーニング方法をさぐ

る～本校サッカー部の実践から～ 

明杖 子竜 

3真駒内養護学校 第３５回北海道肢体不自由養護学校体育大会～Withコロ

ナ オンライン開催に向けた取組～ 

渡邊 憲幸 

4拓北養護学校 北海道肢体不自由養護学校体育大会新種目提案に向けた取

組について②～特別支援学校間のハンドアーチェリー・オ

ンライン交流内容の検討と補助具の開発を通して～ 

安達 雅美 

5紋別高等養護学校 ソフトボール部の指導や取り組みについて～市民大会への

参加を目指して～ 

杉原 良太 

6網走養護学校 多様な障害に応じたスポーツ活動の工夫、開発 古谷 太一 

7札幌養護学校共栄分校 ランプ用ボールとランプを使ったボッチャの授業改善 越田  淳 

８新篠津高等養護学校 サッカー部における動画を用いた基礎技術の定着(２) 松山 佳樹 

 

 

 

 

「スポーツ活動の調査・研究」は、合計 899,990円でした。 



4 管理費 

 管理費合計は、1,975,476円です。事務局長の給与が、令和２年９月から10万円に引き上げられた

ことから、前年比２５万円増になりました。食糧費は、前年度の対面による会議が皆無でしたが、令和

３年度は理事会及び評議員会が各１回、対面での会議を実施したことによります。 

 

区 分 令和3年度支出 令和2年度支出 

役員報酬 44,548 0 

給与手当 1,200,000 950,000 

旅費交通費 113,560 9,590 

委託費 240,154 208,000 

租税公課 4,738 2,134 

食糧費 170,160 0 

支払手数料 122,540 141,008 

通信費 25,980 38,460 

消耗品費 53,796 186,180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 令和２年度の決算報告は以下の通りです。令和２年度事業報告のご賛同の決議をお願いいたします。 

貸借対照表 

 

第２号議案 令和 3年度決算報告の件 



正味財産増減計算書 

 



財産目録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



財務諸表に対する注記 

 

附属明細書 

 

 



正味財産増減計算書内訳表 



○監査報告書 

監 査 報 告 書 
 

令和４年５月 9日 

 公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会 

 理事長 小野寺 眞 悟 様 

 

公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会 

監事 水 野 克 也  ㊞ 

監事 田 澤 泰 明  ㊞ 

 

 私たち監事は、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの事業年度の理事の職務の執行を監査

しました。その方法及び結果につきまして、次のとおり報告いたします。 

 

1 監査の方法及びその内容 

監事として、理事及び事務局等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも

に、理事会に出席して、ことあるごとに、理事及び事務局等からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。 

    さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類(貸借対照表及

び正味財産増減計算書)及びその付属明細書並びに財産目録について検討いたしました。 

 

2 監査意見 

(1) 事業報告等の監査結果 

一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 

一 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認め

られません。 

 

(2) 計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査結果 

計算書及びその付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況を全ての重要な点にお

いて適正に示しているものと認めます。 



 

  

このことにつきまして、現在、当法人の評議員選定委員会委員は、評議員選定委員会設置及び運営規

定第２条2項により、「評議員 小野寺隆彦」「監事 水野克也」「事務局員 鈴木重男」「外部委員 

矢口正人 中田貢」で構成しています。 

 この度、小野寺隆彦評議員が辞任して、新たに令和4年4月25日(月)開催の定款第13条に基づく評議

員選定委員会で、中川俊孝評議員になりましたことから、評議員選定委員会設置及び運営規程第２条第

３項「評議員及び監事による互選とし」で、評議員１名を選任するものです。 

 

※評議員選定委員会設置及び運営規定 

公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会 評議員選定委員会設置及び運営規程 

（目的）  

第1条 この規程は、公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会（以下「この法人」という。）定款第

13条第4項の規定に基づく、評議員を選定するための「評議員選定委員会」の設置及びその運営につ

いて定めることを目的とする。  

（設置及び委員）  

第2条 この法人に評議員選定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

2 委員会は、評議員１名、監事１名、事務局員１名のほか、第４項の定めに基づいて選任された外部

委員２名の合計５名で構成する。  

3 前項の評議員、監事からの委員を選任するに当たっては、評議員及び監事による互選とし、事務局

からの委員はこの法人の事務局長の職にある者をあてる。  

4 評議員選定委員会の外部委員は、次のいずれにも該当しない者を理事会において選任する。  

(1) この法人又は関連団体（主要な取引先及び重要な利害関係を有する団体を含む。）の業務を執行

する者又は使用人  

(2) 過去に前号に規定する者となったことがある者  

(3) 第1号又は第2号に該当する者の配偶者、３親等内の親族、使用人（過去に使用人となった者も

含む） 

 

 

 

 

 

 

第 3号議案 評議員選定委員会設置及び運営規定に基づく 

第２条３項の委員の互選の件 


